KIU管理者基礎講習

KIU技術部会


■　KIU 管理者基礎講習会　UNIX管理基礎2 

対象：
KIU会員でKIU供与のUNIXサーバ（cache）を利用する組織の管理者


KIU会員でDNS管理に携わる管理者

前提：
Windows95が利用できること（MS-DOSの経験があることが望ましい）


UNIX管理基礎1受講済みが望ましい

環境：ネットワーク経由で利用できるUNIXサーバ（KIUモデル）とWindows-PC

教材：　UNIXサーバの/tmp/namedに練習用ファイルを事前展開すること

時間：1.5h

目的：
UNIXサーバ上のDNSの設定を変更できること


UNIXサーバ上のログファイル等を転送できること

内容：

1) KIUのUNIXサーバの役割（復習）

2) DNSの役割と設定方法

3) FTPによるファイル転送

備考：ユーザの登録・削除・変更は「UNIX管理基礎3」に含まれる

参考URL  http://www.reitaku-u.ac.jp/infosci/netwk/netwk01.html

１．UNIXサーバの役割（復習）

　KIUモデルのUNIXサーバは以下の仕事をしています

　　　　・proxy/cache 
ブラウザからリクエストを中継し、得た情報を蓄積する




２度め以降のリクエストは蓄積情報を応答する




→  回線帯域の有効利用

　　　　・DNS（概要）
ドメイン名からIPアドレスへの変換




自身は学校内のアドレスのみ解決できる




解決できないアドレスは上位サーバへ問い合わせる

· E-Mail（予定）

· UUCP（予定）



２．IPアドレスとネットワークの表記法

IPアドレスはネットワークアドレス部とホスト部に別れています。ネットワーク部の長さはサブネットマスクによって示されます。210.158.96.1 というアドレスは、255.255.255.0というネットマスクの場合、210.158.96がネットワーク部で、1がホスト部です。ネットワークアドレスはホスト部が全て0のアドレスで示します。これをネットマスクと併記するのは煩雑なので、これを

210.158.96.0/24

のように表記します。/24の24はマスクされるビットの左側からの個数です。/24は通常の1クラスCを示します。/26は1Cを4分割したアドレス空間となります。逆に、4bit浅い

210.158.96.0/20

は210.158.96から16個分のクラスC（KIUのアドレス空間）を示します。

３．DNSの役割と設定方法

■DNSサーバの種類 

Primary Server 

　自ドメイン内のコンピュータのネットワーク上の構成(IPアドレスとホストメイの対応(Aフィールド)、ホスト名の別名定義(CNAMEフィールド)、DNSサーバの指定(NSフィールド)、メール配送先の指定(MXフィールド)など、ドメインに関する全情報について権威のある情報源を持つサーバです。ドメイン内に最低1台必要必要となります。

Secondary Server 

自ドメインあるいは、他ドメインのPrimary Serverの内容を定期的に取ってきて、自分のデータベースに取り込むことで、バックアップサーバとして機能します。通常1つ以上のセカンダリサーバをNICに登録します。

KIU.NE.JP

プライマリ：mickey.kiu.ad.jp　
[210.158.96.1]

セカンダリ：pluto.kiu.ad.jp

[210.158.96.2]

Cache Server 

　DNSによる名前問い合わせをされたら、他のPrimary/Secondaryサーバのデータをとってきて応答します。解決したデータは自分でにキャッシュしておき、次に同じ問い合わせがあった際にはキャッシュデータを使って応答します。キャッシュすることで、DNSサーバの負荷分散を行うために用いられます。

Slave Server

ローカルで解決できない問い合わせをプライマリサーバに送り、自身では解決しないサーバ。ファイアウォールの内側のクライアントへのサービスを提供する場合によく用いられます。

KIUのDNS構成

　ISDNによる間欠接続の場合、学校内にプライマリサーバを置き、そのキャッシュ機能によって発呼を押さえています。学校内部ではプライマリサーバのように機能しますが、外部からの問い合わせに応答することが出来ないので、公式には（NIC的には）KIUのプライマリサーバに全ての情報を登録して対応しています。この方法では、動的にデータベースを一致させることが出来ないので、双方を誤りなくメンテナンスする必要があります。

■アドレス解決の種類

　名前からIPアドレスを解決することを正引き。逆にIPアドレスから名前を引くことを逆引きといいます。

/24より小さなネットワークはDNSサーバの所在をNICに登録することができません。正確には、正引き用のDNSは登録できるのですが、逆引き用のDNSが登録できません。そこで、/24より小さなサブアロケーションが行われている場合は、上位ネットワーク側で責任を持って管理しなければならないルールが定められています。

　ところが、UNIXサーバ等はtelnet等で接続されると、そのIPアドレスから名前を検索します。/24より小さなネットワークで、この動作が発生すると通常上位ネットワークのDNSサーバへ問い合わせます。これは発呼につながるため、KIUでは学校側に設置するUNIXサーバに逆引き用のデータベースを定義しています。これによって、内部の接続は内部で処理が完結するように配慮されています。従って、正引き用のデータベースと逆引き用のデータベースが一致しないと、一部のサービスの利用が出来なくなる可能性があります。

· DNSの起動設定ファイル

/etc/named.bootファイル

named.bootはDNSの基本動作を定義します。
KIUの標準的named.bootファイルの例
directory                                       
/usr/named
データベースディレクトリ

cache           
.              

root.cache

ルートキャッシュ名

primary         
localhost                  
localhost.zone
ローカルホストの定義

primary         
0.0.127.in-addr.arpa         
127.0.0.rev
ローカルホストの逆引き

primary         
tuti-js.kiu.ne.jp               
tuti-js.zone
ゾーンファイル

primary         
tuti-js                      
tuti-js.test

ゾーンファイル

primary         
105.158.210.in-addr.arpa   
210.158.105.rev
逆引き

;;forwarders    
210.158.96.1 210.158.96.2 157.17.10.10

options    
query-log




ログ出力オプション

query-logが定義されていると/var/log/daemon.logに問い合わせが記録される。

■資源レコード
/etc/named.bootで指定したキャッシュファイルやゾーンファイルは資源レコード形式で記述する。資源レコード形式（Standard Resource Record Format:RR形式）は5つのフィールドで構成されます。
[name]
 [ttl]
addr-class
Record-Type
Record-Specific-data

が標準形式で[name]と[ttl]は必要な場合のみ記述する。nameが省略されると、直前のnameが割り当てられる。行頭がセミコロンの行はコメント行として扱われます。
資源レコードのタイプ
SOA
ゾーン情報を記述するレコード。１つのゾーンに１つ必要です。ゾーンの名前は通常@（カレントオリジン）を使って表現されます。
ゾーンの名前（通常@） IN
SOA 自身のホスト名　管理者のメールアドレス (


serial; 
データファイルのバージョン番号

refresh; 
更新チェックの頻度（秒）（セカンダリで利用）

retry;
リフレッシュチェック再試行の時間（秒）（セカンダリで利用）

expire; 
データの有効時間（秒）（セカンダリで利用）
)

メールアドレスは hogeyama.sjk.demonet.のように@でつないだドメイン表記ではなく、ピリオドで繋ぐ必要があります。また最後はピリオドで終わります。シリアルは常に前バージョンより値を大きくする必要があります。付け方にはいろいろありますが運用しやすいものを選びます。
NS
ネームサーバを指定するレコード。ゾーンの各プライマリサーバに対して1つ必要。

ホスト名 IN NS ネームサーバの名前
A
アドレスを登録するレコード。

ホスト名
 IN A アドレス
PTR
ポインタレコード。アドレスをホスト名に変換するために使われる。

アドレス IN PTR ホスト名
MX
ドメインまたはホストにメールを送信する方法を知っているホストを指定する。

名前 IN
MX 優先順位 エクスチェンジャのホスト名
CNAME 別名を定義するレコード。ホスト名に別名を与える。

別名 IN CNAME 正式ホスト名
HINFO  ホスト固有の情報を定義するレコード。OS等を定義するが、セキュリティ面を考えるとあまり利用は勧められない。

ホスト名 IN HINFO ハード OS

■ルートキャッシュファイル
　

　自ドメインのDNSサーバのみで名前の解決ができない時、Internetアドレスツリーのトップから検索(DNS lookup)をかけるが、その際に参照するDNSサーバを列記したファイルをルートキャッシュとして/etc/named.bootに定義します。KIUの間欠接続形態では、学校側のメンテナンスの負担を低減するため、KIUのDNSサーバがその所在をアナウンスする方法で運用しています。
　専用線接続で独自に運用できる場合は、一般的には以下のURLから転送して使います。更新のタイミング等はip-connection@jepg-ip.ad.jp等で案内されるので、速やかに対応する必要があります。従って、管理者はこのメーリングリストへ参加しておく必要があります。
KIUの間欠接続形態や、プライベートアドレス内のサーバの場合等は上位ネットワークのnamed.caを参照するように設定します。

root.cacheの設定

% cat /usr/named/root.cache

.    
99999999 

IN NS 

mickey.kiu.ad.jp.

mickey.kiu.ad.jp.  

IN A  

210.158.96.1
のように自身で解決できないものを全て上位DNSサーバへ転送するように設定する。
root.cache（標準）の転送
　外向けのDNSサーバの場合には標準のroot.cacheを利用します。

ftp://ftp.rs.internic.net/domain/named.ca　（下のリスト参照）

を転送して、/etc/named.bootのdirectoryで指定したディレクトリへ置きます。
;       This file holds the information on root name servers needed to

;       initialize cache of Internet domain name servers

;       (e.g. reference this file in the "cache  .  <file>"

;       configuration file of BIND domain name servers).

;

;       This file is made available by InterNIC registration services

;       under anonymous FTP as

;           file                /domain/named.root

;           on server           FTP.RS.INTERNIC.NET

;       -OR- under Gopher at    RS.INTERNIC.NET

;           under menu          InterNIC Registration Services (NSI)

;              submenu          InterNIC Registration Archives

;           file                named.root

;

;       last update:    Aug 22, 1997

;       related version of root zone:   1997082200

;

;

; formerly NS.INTERNIC.NET

;

.                        3600000  IN  NS    A.ROOT-SERVERS.NET.

A.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     198.41.0.4

;

; formerly NS1.ISI.EDU

;

.                        3600000      NS    B.ROOT-SERVERS.NET.

B.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     128.9.0.107

;

; formerly C.PSI.NET

;

.                        3600000      NS    C.ROOT-SERVERS.NET.

C.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     192.33.4.12

;

; formerly TERP.UMD.EDU

;

.                        3600000      NS    D.ROOT-SERVERS.NET.

D.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     128.8.10.90

;

; formerly NS.NASA.GOV

;

.                        3600000      NS    E.ROOT-SERVERS.NET.

E.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     192.203.230.10

;

; formerly NS.ISC.ORG

;

.                        3600000      NS    F.ROOT-SERVERS.NET.

F.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     192.5.5.241

;

; formerly NS.NIC.DDN.MIL

;

.                        3600000      NS    G.ROOT-SERVERS.NET.

G.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     192.112.36.4

;

; formerly AOS.ARL.ARMY.MIL

;

.                        3600000      NS    H.ROOT-SERVERS.NET.

H.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     128.63.2.53

;

; formerly NIC.NORDU.NET

;

.                        3600000      NS    I.ROOT-SERVERS.NET.

I.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     192.36.148.17

;

; temporarily housed at NSI (InterNIC)

;

.                        3600000      NS    J.ROOT-SERVERS.NET.

J.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     198.41.0.10

;

; housed in LINX, operated by RIPE NCC

;

.                        3600000      NS    K.ROOT-SERVERS.NET.

K.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     193.0.14.129 

;

; temporarily housed at ISI (IANA)

;

.                        3600000      NS    L.ROOT-SERVERS.NET.

L.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     198.32.64.12

;

; housed in Japan, operated by WIDE

;

.                        3600000      NS    M.ROOT-SERVERS.NET.

M.ROOT-SERVERS.NET.      3600000      A     202.12.27.33

; End of File

方法： PC-UNIXサーバへtelnet後、su - rootで特権ユーザになる。目的のディレクトリへ移動してftpコマンドを利用してファイルを転送。
# ftp ftp.rs.internic.net

user: anonymous

password: E-Mail@Address（自分のメールアドレスをパスワードとして入れる）

ftp>cd domain

ftp> get named.ca root.cache

ftp> quit 

■資源ファイル（正引き）

　/etc/named.bootで指定されたディレクトリに、named.boot内で指定したファイル名で記録します。正引き用のゾーンファイルは名前からアドレスを解決できるようにするための定義体で資源レコードを用いて記述します。下の例は柏教育研究所(edulab.kiu.ne.jp)のゾーンファイルedulab.zone（KIUでは通常ドメイン識別名+.zoneの形式で初期設定している）の例です。

% cat /usr/named/edulab.zone

; Authoritative resource records for domain kiu.ne.jp

;

@       IN      SOA     edulab.kiu.ne.jp.       root.edulab.kiu.ne.jp. (

                        1               
;serial

                        10800           
;refresh 3hr

                        3600            
;retry 1hr

                        3600000         
;Expire 1000hr

                        86400 )         
;Min 24hr

;

                
IN      A       210.158.105.1

                
IN      NS      proxy.edulab.kiu.ne.jp.

;

localhost     
IN      A       127.0.0.1

;

gate           
IN      A       210.158.105.1

proxy         
IN      A       210.158.105.2

s03           
IN      A       210.158.105.3

s04           
IN      A       210.158.105.4

s05           
IN      A       210.158.105.5

s06           
IN      A       210.158.105.6

s07           
IN      A       210.158.105.7

以下省略

変更する際の注意：serialの値（SOAレコード内）に必ず1を加えて編集する。シリアル値が増えていないと他のDNSへ正しくデータが伝播しない。ISDN接続の場合は内部でのみの利用で唯一のDNSとなるので動作はするが、専用線となることを想定してシリアル管理に留意する必要がある。なお、以前の値より大きければいいので、日付等を用いてシリアルを付ける方法もある。

localhostの定義

　正引きにはlocalhost用のものも必要です。UNIXでは自分自身を参照する際にホスト名ではなく、localhostを指定してlocal-loopbackインターフェース(127.0.0.1)を持いて接続する場合があります。この参照をローカルに解決するために以下のようなファイルを定義します。

% cat localhost.zone

@    IN      SOA     proxy.edulab.kiu.ne.jp root.edulab.kiu.ad.jp.(

                        1               
;serial

                        10800           
;refresh

                        3600           
;retry

                        3600000         
;expire

                        86400   )       
;minimum

                IN      NS      proxy.edulab.kiu.ne.jp.

;

localhost.    IN      A       127.0.0.1

このファイルは通常変更する必要はありません。

■資源ファイル（逆引き）

KIUのUNIXサーバでは逆引き用のファイルは210.158.105.revのように、ネットワークアドレス+revという形式で定義しています。本来/24以下のネットワークでは公式に逆引きの資源ファイルを定義することはできませんが、KIUでは内部からの参照の際にISDN回線を利用しないようにするために、ローカル側にプライマリ情報として定義します。

参考：　この情報は常に正しくメンテナンスして同一/24間のネットワークでメンテナンスする必要があります。例えば、教育研究所が持つ210.158.105.revと田中北小が持つ210.158.105.revの内容が一致しないと教育研究所から田中北小のサーバへの接続がうまく行われない可能性があります（逆引きと正引きデータの不一致による接続禁止のセキュリティがある場合）。KIUではこの問題を解決するため、本来の210.158.105.revの内容を各組織からの報告に基づいてメンテナンスを行い、定期的に配信を行います。

% cat /usr/named/210.158.105.rev

; Authoritative resource records for 210.158.105.0/24

;

@       IN      SOA     edulab.kiu.ne.jp.       root.edulab.kiu.ne.jp. (

                        1               
;serial

                        10800           
;refresh 3hr

                        3600            
;retry 1hr

                        3600000         
;Expire 1000hr

                        86400 )         
;Min 24hr

;

                IN      NS      proxy.edulab.kiu.ne.jp.

;

; 210.158.105.0/26-210.158.105.63

; edulab (Kyouiku Kenkyu-syo)

;       1998/10/14      makino@reitaku-u.ac.jp

;

1               IN      PTR     gate.edulab.kiu.ne.jp.

2               IN      PTR     proxy.edulab.kiu.ne.jp.

3               IN      PTR     s03.edulab.kiu.ne.jp.

4               IN      PTR     s04.edulab.kiu.ne.jp.

5               IN      PTR     s05.edulab.kiu.ne.jp.

6               IN      PTR     s06.edulab.kiu.ne.jp.

7               IN      PTR     s07.edulab.kiu.ne.jp.

以下省略

127.0.0.1の逆引き用資源ファイル

localhostの正引きと同様に逆引き用の資源レコードを定義します。このファイルも通常メンテナンスする必要はありません。

% cat /usr/named/127.0.0.rev

@       IN      SOA     proxy.edulab.kiu.ne.jp. root.edulab.kiu.ne.jp.  (

                        1               
;serial

                        10800          
;refresh

                        3600           
;retry

                        3600000       
;expire

                        86400   )     
;minimum

                IN      NS      proxy.edulab.kiu.ne.jp.

;

1               IN      PTR     localhost.

４．練習

４．１　UNIX上でのファイル編集

　UNIX上でファイルを編集する場合にはviというコマンドを使います。編集用のコマンドはたくさんありますが、必ず使えるわけではありません。標準のviをマスターします。

注意：telnetの画面ではマウスは使えません。vi上でも同じです。キーで操作しなければならないことを忘れずに。

練習用ファイルを編集してみます。練習用のファイルは/var/named/vi-rensyuにあります。

% cd /var/named/vi-rensyu

% cat vi00.txt

% vi vi00.txt


00の部分は各自の番号に置き換えます

This file is test file.

Please input your "name" here.

Good luck to you !

カーソル移動の練習をしてみます。編集モードでは左(h)、下(j)、上(k)、右(l)がカーソル移動キーとなります。vt100という端末タイプ(Windowsのtelnet標準)の場合は矢印キーも使えます。

This file is test file.

1行目を削除します。行全体の削除は、その行でdd

Please input your "name" here.
"name"の部分を"Hogeno Hogetarou"の様に名前にする

Good luck to you !

nameをxで削除してからiを押して名前を入力





ESCを押してiモードを解除

viには編集モードと入力モードがあります。この切り替えはa,i（入力モードへ）、ESCキー（編集モードへ）を使います。カーソル移動は編集モードでのみ有効です。

必ず覚えたいコマンド

文字の入力モードへ
i（カーソル位置から入力） a（カーソル右より入力）

文字の削除

x

行の削除  

d

入力モード終了

<ESC>

Please input your "Hogeno Hogetarou" here.

Good luck to you !

この状態で保存して終了するなら ZZ（shift+zz）

保存しないで終了するなら<ESC>:q!と入力します。<ESC>はESCキーを押すことを示します。

保存後、

% cat vi00.txtとして内容を確認します。（00の部分は各自の番号に置き換えます）

４．２　DNSの設定変更

DNSの設定を変更してみます。KIUの環境でDNSの設定を変更する可能性はパソコンやサーバに独自の名称を割り当てたい場合です。viを使って設定を変更した後、DNSのプロセスを再起動させる必要があります。DNSのプロセスの再起動は「UNIX管理基礎1」を参照してください。

ここでは練習用のファイルのPCの名称を変更してみます。正引きファイルと逆引きファイルの両方を変更しなければなりません。シリアル値を増加させることを忘れないようにしましょう。

練習用ファイルには以下のPCの情報が設定されています。

210.158.105.3 s03.hoge.kiu.ne.jp

210.158.105.4 p04.hoge.kiu.ne.jp

210.158.105.5 p05.hoge.kiu.ne.jp

これを、

210.158.105.3  akita.hoge.kiu.ne.jp

210.158.105.4  iwate.hoge.kiu.ne.jp

210.158.105.5  miyagi.hoge.kiu.ne.jp

という名称に変更したいと思います。

練習用ファイルは以下の通りです。ren00の00の部分を各自の番号に置き換えて下さい。

正引き用ファイル
/var/named/db-rensyu/ren00.zone

逆引き用ファイル
/var/named/db-rensyu/ren00.rev

手順：

% cd /var/named/db-rensyu   目的のディレクトリへ移動します

% vi ren00.zone

00の部分は各自の番号に置き換えます

% vi ren00.rev


同上

% more ren00.zone

確認

% more ren00.rev

同上

作業完了

時間がある人はドメインの名称を自分の組織に合わせてみましょう。

付録viの使い方を参照すると一度に文字を変換する方法が分かります。

練習用正引きファイルの完成後の内容

; Authoritative resource records for domain kiu.ne.jp

;

@       IN      SOA     hoge.kiu.ne.jp. root.hoge.kiu.ne.jp. (

                        15              ;serial

                        10800           ;refresh 3hr

                        3600            ;retry 1hr

                        3600000         ;Expire 1000hr

                        86400 )         ;Min 24hr

;

                IN      A       210.158.105.1

                IN      NS      proxy.hoge.kiu.ne.jp.

;

localhost      IN     
A       127.0.0.1

;

gate            
IN     
A       210.158.105.1

proxy           IN     
A       210.158.105.2

akita           IN  
A       210.158.105.3

iwate           IN   
A       210.158.105.4

miyagi       
IN      A       210.158.105.5

練習用逆引きファイルの完成後の内容

; Authoritative resource records for 210.158.105.0/26

;

@       IN      SOA     hoge.kiu.ne.jp. root.hoge.kiu.ne.jp. (

                        13              ;serial

                        10800           ;refresh 3hr

                        3600            ;retry 1hr

                        3600000         ;Expire 1000hr

                        86400 )         ;Min 24hr

;

                IN      NS      proxy.hoge.kiu.ne.jp.

;

1               IN      PTR     gate.hoge.kiu.ne.jp.

2               IN      PTR     proxy.hoge.kiu.ne.jp.

3               IN      PTR     akita.hoge.kiu.ne.jp.

4               IN      PTR     iwate.hoge.kiu.ne.jp.

5               IN      PTR     miyagi.hoge.kiu.ne.jp.

４．３ ファイル転送の練習

　ログの内容等をメールで送信する場合や、印刷したい場合（KIUのUNIXサーバには印刷の定義が何もない）、Windows上で内容を加工する場合等UNIX上のファイルの転送が必要になります。ここでは、UNIXの上のログファイルをパソコン側に転送する練習をします。

　転送にはWindows/95のMS-DOSプロンプトを使います。ここでは、コンソール画面に表示される内容等を記録したログファイル/var/log/messagesを転送してみます。

注意：MS-DOSプロンプト上ではtelnetと同様にマウスを使った操作はできません。

手順：「スタート」「プログラム」「MS-DOSプロンプト」と選択

C:\WINDOWS>mkdir \tmp　　　　　　　

\tmpディレクトリをPC上に作成

ディレクトリはすでに存在します.　　　　

もしかするとあるかもしれない

C:\WINDOWS>cd \tmp　　　　　　　　　

カレントディレクトリを移動

C:\tmp>ftp 210.158.105.XXX


教材用のサーバを指定

Connected to bsdi.hoge.hoge.


（自組織のサーバでもよい）

220 bsdi FTP server (Version wu-2.4(1) Fri Dec 29 06:15:49 GMT 1995) ready.

User (bsdi.cs.reitaku-u.ac.jp:(none)): kiu

331 Password required for kiu.

Password: 




パスワードは標準

230 User kiu logged in.

ftp> cd /var/log



ディレクトリを移動

250 CWD command successful.

ftp> get messages



messagesファイルをget

200 PORT command successful.


PC→UNIXの時はput

150 Opening ASCII mode data connection for messages (62664 bytes).

226 Transfer complete.　　　　　　　　　　
↓転送速度が表示される

63260 bytes received in 0.38 seconds (166.47 Kbytes/sec)

ftp> quit                                       
quitでftpを終了

221 Goodbye.

C:\tmp>





MS-DOSプロンプトに戻る

C:\tmp> exit
転送後ファイルの内容をWindows上で確認します。「メモ帳」または「ワードパッド」を使って\tmp\messagesを開いてみます。下のような雰囲気のログが表示されるはずです。

Sep 30 23:00:21 bsdi2 kernel: wdpi0: Unit did not become ready

Sep 30 23:00:21 bsdi2 kernel: tg0 at wdpi0 target 0

Sep 30 23:00:21 bsdi2 kernel: sr0 at tg0 unit 0: CD-ROM: type 0x5, qual 0x80, ve

r 0 removable

Sep 30 23:00:21 bsdi2 kernel: npx0 at isa0 iobase 0xf0: math coprocessor

Sep 30 23:00:21 bsdi2 kernel: vga0 at isa0 iobase 0x3c0 maddr 0xa0000-0xaffff: V

GA graphics

Sep 30 23:00:21 bsdi2 kernel: ef0 at isa0 iobase 0x250 irq 11: EtherLink III

Sep 30 23:00:21 bsdi2 kernel: ef0: 3C509-COMBO, ASIC rev 1, address 00:20:af:ee:

5e:9f

応用練習：　/var/log/cron,/var/log/daemon.log,/etc/passwd,練習4.2で作成したファイル等を転送してWindowsで確認してみましょう。

付録A．viの使い方

　viは、ほとんどすべてのUNIXシステムに標準で用意されているエディタです。パソコン上の多数のエディタと異なり、viは実際に文字を入力する入力モードと、カーソル移動や検索・置換といった編集操作を行う編集モードの２つのモードを切り替えるて使う方式になっています。viの起動は
% vi

または、
% vi filename

と実行します。ファイル名が既存の場合は、そのファイルを読込んで編集可能な状態となります。ファイル名が存在しない場合は新規に作成されます。vi起動時の状態は編集モードになっています。入力モードと編集モードの切り替えは、
編集モード　→　入力モード：’i’(小文字)を入力
入力モード　→　編集モード：ESCキーを押す
という方法で行います。viの編集モードではアルファベットの入力は(上記の’i’など)、大文字／小文字を区別します。従って、編集モードでの’I’と’i’は異なるコマンドになります。
以下に編集モード時の基本的なコマンドの説明を示します。
［カーソル移動］
j
：　1行下に移動
h
：　1文字分左に移動
k
：　1行上に移動
l
：　1文字分右に移動
b
：　1語分左に移動
w
：　1語分右に移動
^
：　行頭に移動
$
：　行末に移動
?G
：　?行目に移動
G
：　最終行に移動
※上記の移動コマンドは、コマンドの前に数値を指定することができます。例えば、4文字分右に移動する場合は”4l”と入力します。上下左右のカーソル移動は端末タイプによってはカーソル移動キーで動作します。しかし、いろいろなシステムを利用する場合、常にカーソル移動キーが使えるとは限りませんから文字による移動を習得すると楽です。
［挿入／追加］
I
：　現在の位置で文字を入力（挿入）
a
：　現在の位置の1文字後に文字を入力
o
：　現在の位置の下に1行挿入し入力モードに移る
O
：　現在の位置の上に1行挿入し入力モードに移る
※上記のコマンドを実行した場合、viのモードは入力モードになります。
［削除］
x
：　現在の位置の1文字後の文字を削除(DEL)

X
：　現在の位置の1文字前の文字を削除(BS)

dd
：　現在行を削除(カット)

※削除コマンドも移動コマンドと同様にコマンドの前に数値を指定することができます。例えば4文字まとめて削除する場合は”4x”と指定できます。
［検索］
検索コマンドの場合には、’/’と入力すると、画面の最下行に
/

表示され、カーソルがここに移動されます。ここで検索したい語を指定して、Enterを押すと、カーソルの現在位置以降にある検索指定した文字の位置にカーソルが移動します。この後続けて検索を行いたい場合は、行末に向かって検索する場合には’n’を、行頭に向かって検索する場合には’N’を入力すると、順次検索指定文字にカーソルが移動します。検索文字列には正規表現を使うことができます。
［置換］
文字列置換の場合には、まず編集モードで’:’を入力します。’:’を入力すると、画面の最下行に
:

が表示され、カーソルがここに移動されます。ここに
:(開始行),(終了行)s/(置換対象文字列)/(置換文字列)/gc

と指定します。このうち’s’は置換コマンドを意味していますので省略はできません。
行末の’g’と’c’は、それぞれ以下のような意味があります。(この2つは省略可能)

g
：　1行に置換対象文字列が複数あった場合、全て置換


(指定しない場合は最初の１つのみ置換)

c
：　1回の置換毎に確認を要求する


(指定しない場合は一括置換される)

例えば、2行目から10行目までで”mail”という単語を”news”という単語に一括置換したい場合は以下のようになります。
:2,10s/mail/news/g

また、全行に対して置換を行う場合は、行指定の代わりに’%’を入力します。
:%s/mail/news/g

［カット／コピー／ペースト］
dd
：　現在行をカット
Y
：　現在行をコピー
p
：　現在行の次行にペースト
P
：　現在行の前行にペースト
※上記のカット／コピーも、コマンドの前に数値を指定することで複数行を同時に扱うことができます。
［保存／終了］
保存／終了も置換コマンドと同様に、’:’を入力して、画面の最下行に’:’が表示されたときに以下のコマンドを入力することで行います。
q

：　viを終了する　(ZZでも同じ)

q!

：　viを終了する　(強制終了。変更内容は破棄される)

w

：　ファイルを保存する
w (filename)
：　ファイルをfilenameで保存する
※ファイルを編集した後では’q’コマンドでviを終了させることができません。その場合は’w’で変更内容を保存してから再度’q’コマンドで終了するか、’q!’で強制終了するかのどちらかを選択することになります。
付録B.ftpによるファイル転送

　ftpはリモートホストとの間でファイルを転送するためのコマンドです。ftpはネットワークをサポートするOSやアプリケーションには必ずといっていいほど添付されています。Windows95に標準添付されるftpコマンド（DOSプロンプトから起動する）の使い方もここで、説明するUNIXのftpとほぼ同じです。UNIX間、PCとUNIX間でのファイル転送に利用します。
　ftpの起動方法は、telnetと同様に直接相手先を指定して起動する方法と、ftpを起動してから相手先へ接続する方法の2通りがあります。
localhost% ftp remote.host.or.jp
モートホストremoteを指定して起動
Connected to remote.host.or.jp.

220 remote.host.or.jp FTP server (Version 6.00) ready.


Name (remote:user): user1
   
ユーザーIDを入力
331 Password required for user1.





Password:



パスワードを入力：画面に表示されない
230 User user1 logged in.


Remote system type is UNIX.





Using binary mode to transfer files.




ftp>




ftpのプロンプト表示
図.1リモートホストを直接指定して接続する

local% ftp



ftpを起動
ftp> open



openコマンドを実行
(to) remote



接続先を指定
Connected to remote.host.or.jp.

220 remote.host.or.jp FTP server (Version 6.00) ready.


Name (remote:user): user1

ユーザーIDを入力
331 Password required for user1.





Password:



パスワードを入力：画面に表示されない
230 User user1 logged in.


Remote system type is UNIX.





Using binary mode to transfer files.




ftp>




ftpのプロンプト表示
図.2 ftp起動後にホストを指定して接続する
ユーザーIDを入力するプロンプトで
Name (remote:user1): 

と、表示されますが、()内は接続先のホスト名と接続先に登録されているユーザーIDが表示されます。上記の例ではユーザーIDを入力していますが、ローカル側とリモート側のユーザーIDが同じ場合、入力を省略（単にEnterを押すだけ）することができます。ただしパスワードの入力は省略することはできません。Windows95のDOSプロンプトではユーザ名は表示されません。
　ftpの起動後は、ftpサブコマンドを使用します。前述の例の中の”open”もftpのサブコマンドの一つです。ftpのサブコマンドには以下のようなものがあります。
? [コマンド](help [コマンド])

‘?’および”help”は、サブコマンドに対するヘルプを表示するコマンドで、どちらも機能は同じものです。使い方はftpのプロンプトから?(help)とコマンドだけ入力するとftpのサブコマンドの一覧が表示され、引数としてサブコマンド名を与えると、そのサブコマンドの簡単な説明が表示されます。
　
get/put

getおよびputは、実際にファイルを転送するコマンドです。getはリモートホストからローカルホストへ、putはローカルホストからリモートホストへファイルを転送します。このコマンドを使用してファイルを転送するときは一度に一つのファイルしか転送できません。複数のファイルを一度に転送する場合は後述するmget/mputコマンドを使用します。

localhost% ftp remote

Connected to remote.host.or.jp.

220 remote.host.or.jp FTP server (Version 6.00) ready.

Name (remote:user1): user1

331 Password required for user1.

Password:

230 User user1 logged in.

Remote system type is UNIX.

Using binary mode to transfer files.

ftp> dir



リモートホストのカレント
200 PORT command successful.
　
ディレクトリの内容を表示
150 Opening ASCII mode data connection for '/bin/ls'.

total 2

-rw-r--r--  1 user1  remote  22 Jun  3 01:02 remote.file

226 Transfer complete.

ftp> !ls -l



ローカルホストのカレント
total 2




ディレクトリの内容を表示
-rw-r--r--  1 user1  local  21 Jun  3 00:55 local.file

ftp> put local.file


local.fileをリモートホストに送る
local: local.file remote: local.file

200 PORT command successful.

150 Opening BINARY mode data connection for 'local.file'.

226 Transfer complete.

21 bytes sent in 0.0011 seconds (19 Kbytes/s)

ftp> get remote.file


remote.fileを取得する
local: remote.file remote: remote.file

200 PORT command successful.

150 Opening BINARY mode data connection for 'remote.file' (22 bytes).

226 Transfer complete.

22 bytes received in 0.0018 seconds (12 Kbytes/s)

ftp> dir



リモートホスト側の内容を確認
200 PORT command successful.

150 Opening ASCII mode data connection for '/bin/ls'.

total 4

-rw-r--r--  1 user1  remote  21 Jun  3 01:04 local.file　
-rw-r--r--  1 user1  remote  22 Jun  3 01:02 remote.file

226 Transfer complete.

ftp> !ls -l



ローカルホスト側の内容を確認
total 4

-rw-r--r--  1 user1  local  21 Jun  3 00:55 local.file

-rw-r--r--  1 user1  local  22 Jun  3 00:57 remote.file

ftp> bye

221 Goodbye.

図.3 get/putコマンドの例
mget/mput

　前述したget/put一度の指定で一つのファイルしか転送できませんでしたが、一回の指定で複数のファイルを転送する場合は、mget/mputコマンドを使用します。mget/mputの書式は　ftp> mget(mput) file1 file2 file3 ....

　　と、転送するファイルを並べて指定します。また、以下のように
　　ftp> mget(mput) *.txt

　　と、ファイルの指定にはワイルドカードを使用することができます。
ascii/binary

　ftpでのファイル転送には、ファイルをバイナリファイルとして転送するモードとテキストファイルとして転送するモードがあります。バイナリモードでファイルを転送した場合、転送元ファイルと完全に同一のファイルが転送先にコピーされます。それに対してテキストモードでファイルを転送した場合、行末コードが転送先のコンピュータにあわせて変換されます。
具体的に、UNIXからWindows95にテキストファイルを転送する例を考えてみましょう。UNIX上ではテキストファイルの行末コードはラインフィード(0x0A)ですが、Windows95上でのテキストファイルの行末コードはキャリッジリターン(0x0D)＋ラインフィード(0x0A)と決められています。この場合、バイナリモードでファイルを転送すると、転送されたファイルの行末コードはラインフィードのままですが、テキストモードで転送した場合、転送されたファイルの行末コードはキャリッジリターン＋ラインフィードに変換されます。またftpのクライアントアプリケーションによっては文字コード（例えば漢字コード）を変換してくれるものもありますが、全てのアプリケーションで行われるとは限らないので注意が必要です。具体的なモードの切り替えは、テキストモードの場合は、
　　　　
ftp> ascii

と指定し、バイナリモードの場合は
　　　　ftp> binary

と、指定します。
prompt

　mget(mput)でファイルを転送する場合、通常はファイル毎に
　　mget XXXX.XXX?

のように転送をする／しないを確認してきます。指定した全てのファイルを転送する時に、一つ一つのファイルに対して確認を求められるのはわずらわしい場合もあります。そういった場合、転送確認を省略するコマンドがpromptコマンドです。promptコマンドは、
　　ftp> prompt

と、指定することで転送確認する(on)／しない(off)の切り替えを行います。
ls/dir

 リモートホストの、現在いるディレクトリの内容を表示するコマンドはlsとdirの2つあります。lsはファイル名の一覧を、dirはファイルの詳細情報を含めた一覧を表示します。
ftp> ls

200 PORT command successful.

150 Opening ASCII mode data connection for 'file list'.

.cshrc

.klogin

.login

.profile

.mailrc

.emacs

226 Transfer complete.

282 bytes received in 0.047 seconds (5.9 Kbytes/s)

図.5 lsの表示例
ftp> dir

200 PORT command successful.

150 Opening ASCII mode data connection for '/bin/ls'.

total 152

-rw-r--r--  2 root  wheel   1112 Feb 19 08:06 .cshrc

-rw-r--r--  1 root  wheel   2718 Jun  2 15:48 .emacs

-rw-r--r--  1 root  wheel    122 Feb 19 07:59 .klogin

-rw-r--r--  1 root  wheel    110 Feb 19 07:59 .login

-rw-r--r--  1 root  wheel     65 Feb 19 08:00 .mailrc

-rw-r--r--  2 root  wheel    234 Feb 19 07:59 .profile

226 Transfer complete.

1581 bytes received in 0.15 seconds (10 Kbytes/s)

図.6  dirの表示例
cd/lcd

   ftpで接続した際に、ローカル側のディレクトリはftpコマンドを実行したときのディレクトリになります。リモート側のディレクトリは接続した際のユーザーアカウントのホームディレクトリになります。ディレクトリの移動については、ローカル側用、リモート側用にそれぞれ用意されています。リモート側のディレクトリの移動にはcdを、ローカル側のディレクトリの移動にはlcdを使用します。使い方はどちらも通常のcdコマンドと同様です。
!(command)

　ftpのプロンプトの状態から’!’をつけてローカル側のコマンドを実行することができます。例えば、ftpのサブコマンドとして、リモート側のファイル一覧を表示するコマンドとして、ls/dirが用意されていますが、ローカル側については用意されていません。そういった場合には
　ftp> !ls（UNIXの場合。Windows95やDOSの場合は”!dir”）
とすれば、ファイル一覧を表示させることができます。
close/quit

ftpの接続を終了するコマンドとして、closeとquitコマンドが用意されています。この2つのコマンドの違いは、closeコマンドはftpの接続のみを終了する（プロンプトはftpプロンプトのまま）のに対して、quitコマンドはftpの接続とコマンドそのものを終了（プロンプトは元のコマンドプロンプトに戻る）することころにあります。

WindowsのFTPツール

GUIを使ってファイルマネージャやエクスプローラのようにファイル転送を行うことができます。最近ではフリーのツールも配布されていますから利用すると便利です。

http://www.vector.co.jp/

http://www.forest.impress.co.jp/

お勧めはFFFTPだそうです。

シリアル値に注意
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